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い
よ
い
よ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
幕
。

初
戦
を
落
と
し
た
日
本
の
巻
き
返
し
も
含
め
、
ど
ん

な
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
か
楽
し
み
だ
。
▽

開
催
地
ブ
ラ
ジ
ル
は
日
本
と
は
と
り
わ
け
縁
の
深
い

国
だ
。
明
治
四
十
一
年
か
ら
百
年
間
に
わ
た
り

十
三
万
人
も
の
方
が
日
本
か
ら
移
住
し
、
百
六
十
万

人
以
上
も
の
日
系
人
が
住
む
と
言
う
。
▽
南
米
の
広

大
な
大
地
に
夢
と
希
望
を
抱
い
て
〜
と
口
で
言
う
の

は
た
や
す
い
が
、
彼
の
地
に
渡
っ
た
先
人
た
ち
の
苦

労
は
今
の
私
た
ち
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
。
覚
悟
を

決
め
困
難
に
立
向
か
っ
た
開
拓
精
神
に
は
本
当
に
頭

が
下
が
る
。
▽
サ
ン
パ
ウ
ロ
郊
外
に
は
当
社
の
御
分

霊
を
祀
る
三
吉
神
社
が
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
に
、

在
ブ
ラ
ジ
ル
秋
田
県
人
会
の
勧
請
に
よ
り
鎮
座
し
て

か
ら
五
十
年
余
り
。
過
酷
な
状
況
下
、
故
郷
の
神
さ

ん
へ
の
願
い
や
祈
り
は
、
ど
れ
ほ
ど
切
実
で
真
摯
な

も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
▽
四
年
前
、
県
人
会
創

立
五
十
周
年
の
折
に
参
拝
す
る
時
機
を
得
た
。
日
系

の
方
々
も
代
を
重
ね
、
現
地
に
同
化
し
て
い
く
中
で
、

残
念
な
が
ら
神
社
を
取
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
▽
時
を
越
え
、
世
代
を
越

え
て
思
い
や
歴
史
を
繋
い
で
い
く
こ
と
の
難
し
さ
に

国
境
は
な
い
。
こ
の
大
会
が
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
関

わ
り
の
深
さ
に
思
い
を
は
せ
る
良
い
機
会
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

開
山
祭
ご
案
内
号



平成26年６月17日 み　よ　し 143号 （2）

　
平
成
十
四
年
盛
夏
、
八
月
十
七
日
、

　
奥
岳
山
頂
手
前
の
最
後
の
急
登
に

い
た
。

　
普
段
か
ら
健
康
的
に
体
を
動
か
す

事
な
ど
と
は
程
遠
い
生
活
を
し
て
い

た
時
期
だ
っ
た
し
、
ま
し
て
や
山
登

り
な
ど
は
ま
っ
た
く
の
素
人
で
、
太

平
登
山
は
小
学
生
の
折
に
一
、二
度
体

験
し
て
い
た
も
の
の
、
途
中
の
湧
水

が
非
常
に
美
味
か
っ
た
事
く
ら
い
し

か
記
憶
も
な
く
、
無
謀
と
も
い
え
る

一
泊
二
日
の
山
行
だ
っ
た
の
だ
が
、

当
時
参
加
し
て
い
た
団
体
の
事
業
の

成
功
を
祈
念
し
太
平
山
登
山
を
し
よ

う
と
仲
間
五
人
と
子
供
た
ち
を
連
れ

て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。

　
幸
か
不
幸
か
天
候
に
も
恵
ま
れ
晴

天
の
猛
暑
。
滴
り
落
ち
る
汗
、汗
、汗
。

鉛
の
よ
う
に
重
い
足
。「
父
ち
ゃ
ん
頑

張
れ
」
先
に
登
頂
し
た
山
頂
か
ら
声

を
か
け
る
小
学
二
年
生
だ
っ
た
長
男

に
励
ま
さ
れ
、
こ
ん
な
に
辛
い
の
か

と
必
死
の
思
い
で
登
り
、
最
後
は
這

う
よ
う
に
し
て
登
り
き
っ
た
記
憶
が

あ
る
。

　
同
じ
仲
間
に
田
村
宮
司
も
お
り
、

当
日
は
山
頂
の
山
小
屋
で
準
備
し
て

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
事
も
あ
り
、

そ
の
夜
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
本
当

に
愉
し
か
っ
た
。
味
を
占
め
た
も
の

か
翌
年
、
翌
々
年
と
同
じ
仲
間
で
太

平
山
の
頂
き
を
目
指
し
た
。

　
山
頂
の
絶
景
は
素
晴
ら
し
く
、
世

界
遺
産
白
神
山
地
、
大
館
樹
海
ド
ー

ム
、
男
鹿
半
島
、
大
潟
村
干
拓
地
、

日
本
海
、
仙
北
平
野
、
秋
田
駒
、
鳥

海
山
な
ど
の
県
内
が
一
望
出
来
る
大

パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
。
又
、
登
山
道

に
は
樹
齢
数
百
年
と
思
わ
れ
る
天
然

秋
田
杉
や
ブ
ナ
林
の
手
つ
か
ず
の
樹

海
が
広
が
り
壮
観
の
一
言
に
つ
き
る
。

　
小
さ
な
キ
ッ
カ
ケ
か
ら
始
ま
っ
た

山
登
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
そ
の
仲
間
と
目
指

す
「
頂
き
」
に
は
秋
田
駒
、
月
山
、

八
甲
田
山
、
岩
木
山
、
と
東
北
の
山
々

が
加
わ
っ
て
い
き
、
い
つ
の
頃
か
ら

か
、
た
っ
た
一
人
で
も
山
の
中
に
い

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
日
々
の
雑

踏
か
ら
解
放
さ
れ
、
無
心
で
山
々
の

自
然
に
癒
さ
れ
、
一
人
き
り
を
愉
し

む
至
福
の
時
間
。
水
の
音
を
聴
き
、

木
々
の
匂
い
に
包
ま
れ
、
濃
緑
滲
む

木
漏
れ
日
を
浴
び
、
雄
大
な
自
然
の

中
に
た
っ
た
一
人
い
る
と
、
人
間
の

ち
っ
ぽ
け
さ
や
、
普
段
の
た
く
さ
ん

の
人
々
に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
る
あ

り
が
た
さ
に
気
づ
き
、
不
思
議
と
神

秘
的
な
気
持
ち
に
な
る
。
そ
し
て
大

自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ

て
く
る
。
特
に
太
平
山
の
山
中
に
お

い
て
は
強
く
強
く
そ
う
し
た
事
を
感

じ
る
。
や
は
り
信
仰
厚
い
大
神
様
の

な
せ
る
業
か
。

　
今
で
は
自
分
の
趣
味
の
一
つ
と

な
っ
た
山
登
り
だ
が
、
そ
う
長
く
は

な
い
山
登
り
経
験
で
一
番
多
く
登
っ

て
い
る
山
が
太
平
山
で
あ
り
、
そ
の

キ
ッ
カ
ケ
を
与
え
て
く
れ
た
の
も
や

は
り
太
平
山
で
あ
る
。
三
年
ほ
ど
前

に
「
神
社
協
力
会
」
が
発
足
し
て
か

ら
は
、
お
誘
い
戴
き
、
そ
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
恵

ま
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
山
を
楽
し
ま
せ
て
戴

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
元
シ
リ
ー
ズ
○48

山
と
私

神
社
協
力
会
会
員
　
瀧
　
田
　
純
　
一一一一一
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私
の
前

回
の
言
挙

げ
（
三
吉

　

一
三
七
号
）

で
は
、「
秋

田
は
な
ぜ
〝
飲
ん
べ
え
〞
が
多
い
か
」

と
い
う
の
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、〝
飲
ん
べ
え
〞
に
飲
ま

れ
る
「
お
酒
」
の
『
甘
口
・
辛
口
』

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
本
題
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
の
お
酒
に
は
特
選
・
上
撰
、

あ
る
い
は
以
前
ま
で
あ
っ
た
特
級
・

一
級
・
二
級
と
言
う
よ
う
な
日
本
酒

用
語
は
ど
の
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
前
者
は

素
材
や
造
り
方
の
違
い
、
後
者
は
上

中
下
と
い
っ
た
ラ
ン
ク
と
い
っ
た
よ

う
な
印
象
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
似
た
よ
う
に
、
消
費
者
の

目
に
見
え
る
日
本
酒
の
『
甘
口
・
辛

口
』
と
い
う
売
り
手
側
の
表
示
も
、

ど
う
や
ら
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が

先
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
本
来
『
甘
口
・
辛
口
』
と
言
う
表

現
は
、
日
本
酒
度
（
甘
口
・
辛
口
の

目
安
と
な
る
。
糖
分
の
多
い
方
が
マ

イ
ナ
ス
、
少
な
い
方
が
プ
ラ
ス
と
な

る
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
度
合
い

が
高
い
ほ
ど
甘
口
、
プ
ラ
ス
の
度
合

い
が
高
い
ほ
ど
辛
口
）
と
酸
度
（
日

本
酒
に
含
ま
れ
る
酸
の
総
量
。
酸
が

多
い
ほ
ど
辛
く
・
濃
く
感
じ
ら
れ
る
）

の
数
値
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
私
を
含
め
消
費
者
に

は
そ
う
い
っ
た
分
析
値
は
専
門
的
で
、

ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
厳
密
に
は
、
た
と
え
ば
酸
度
の
違

い
に
よ
る
『
甘
い
・
辛
い
』
の
分
岐

点
は
濃
醇
・
淡
麗
と
い
う
分
別
も
含

め
る
と
、『
甘
い
・
辛
い
』
は
単
に
日

本
酒
度
だ
け
を
見
て
プ
ラ
ス
何
度
だ

か
ら
、
ど
う
こ
う
と
は
言
え
な
い
の

で
す
。

　
基
準
と
し
て
の
『
甘
口
・
辛
口
』

の
分
け
方
は
何
か
と
言
い
ま
す
と
、

結
論
か
ら
言
え
ば
比
重
な
の
で
す
。

　
米
を
醸
し
て
い
く
と
ど
ん
ど
ん
お

酒
に
な
り
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
ば

か
り
だ
と
比
重
が
軽
く
な
り
、
水
に

浮
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
当
然
数
値

は
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
か
ら
『
辛
口
』

と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
地
方
の
蔵
元
や
杜
氏

に
よ
っ
て
は
、
こ
の
造
り
方
の
中
で

も
米
の
養
分
を
た
っ
ぷ
り
残
し
た
日

本
酒
が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
逆

に
比
重
は
重
く
『
甘
口
』
と
言
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
消
費
者
に
は
、
ど
う
し
て

も
言
葉
と
し
て
「
甘
い
＝
糖
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
本
来

の
『
甘
口
・
辛
口
』
の
分
け
方
と
は
、

糖
に
関
係
な
く
、
前
述
の
よ
う
な
米

の
養
分
が
た
っ
ぷ
り
と
濃
く
残
っ
た

日
本
酒
な
の
か
、そ
れ
と
も
ア
ル
コ
ー

ル
分
の
多
い
さ
ら
っ
と
し
た
日
本
酒

な
の
か
を
測
る
意
味
で
の
表
現
な
の

で
す
。

　
数
値
上
の
分
類
や
表
示
上
の
差
別

化
は
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
参
考
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
や
は
り
自
分
の
口
と
舌
と
喉
で

感
じ
る
味
わ
い
が
、自
分
の
『
甘
口
・

辛
口
』
の
基
準
に
な
る
と
言
う
こ
と

で
す
。

お
酒
の
甘
口
・
辛
口
と
は

権
禰
宜
　
上
　
村
　
治
　
弘

言
挙
げ
50



平成26年６月17日 み　よ　し 143号 （4）

第54回
第55回

第４回 初心者
大歓迎

　太平山頂上奥宮に参拝し、山小屋に１泊いたします。夕陽や星
空、ご来光を見る絶好のチャンスです。
　山岳会員が同行案内しますので、初心者の方、おひとりでのご
参加でも安心です。是非奮ってご参加下さい。

記
・期　日　第54回：7月26日㈯～ 27日㈰（1泊2日）
　　　　　第55回：9月6日㈯～ 7日㈰（　〃　）
・集　合　午前11時　里宮
・参加費　9,500円（宿泊・交通費・保険料・初穂料・食事代・記念写真代等一切を含みます）
・申込み　10日前までに係（第54回：上村、第55回：原田）までお申込下さい。（定員各20名）
・登山路　旭又（仁別）コース往復（時間はあくまでも目安）

　今年で第4回目となる女性限定の登山会。秋田市のシンボ
ル霊峰太平山に登り、山頂で1泊します。登山未経験の方、
初心者の方大歓迎です（山岳ガイド同行）。
　毎年恒例の懇親会では、お酒を飲みながら女性同士で大い
に盛りあがります。是非この機会にお誘い合わせの上、ご参
加下さい。

【期　日】 平成26年7月12日（土）～ 13日（日）(1泊2日)
【集　合】 10：45 里宮
【対　象】 健康な方（20代～ 40代の女性限定）で、体力がある方
【参加費】 6,000円　（宿泊・食事代、初穂料、保険料、写真代等含む）
　　　　　 　※山道の運転に自信のない方は、神社の車にて登山口へ向かいます。
【申込み】 電話・ＦＡＸ・メール等。7月７日締切り（定員20名）。担当：和田

里宮　11：00集合　安全祈願後出発→旭又園地（12：30）→御滝神社→御手洗（みたらし･冷たい湧水･ブ
ナ林）→太平山山頂（16:30頃）祈願祭の後夕食直会　【山頂山小屋　泊】

（朝拝行事･朝食）→御手洗→御滝神社→旭又→仁別森林博物館見学→里宮（昼食後解散）

里宮10:45集合　安全祈願→ザ・ブーン→旭又園地→御滝神社→御手洗（冷たい湧水・ブナ林）→山頂着
16：15頃（祈願祭、夕食懇親会）　【山頂泊】

（朝拝行事･朝食）→出発→旭又園地→ザ･ブーン着11:30頃　　（お風呂・昼食後解散）

※ご不明な点（荷物・服装など）に関しましては、担当和田迄ご連絡ください。

1 日目

1日目

2日目

2日目

『太平山に登ろう会』のご案内

『山ガール登山』のご案内
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　去る６月１日、快晴に恵まれる中で本年の物資の空輸作業を行い、無事終了いたしました。
　周辺市町村のシンボルでもある霊峰≪太平山≫では、本年も10月初旬まで奥宮並びに山小屋を開所し、
神職関係者が常駐いたします。
　お陰様をもちまして、近年は山ガールを始めとする若い方や、≪新日本百名山≫に選出されたことか
ら、県外からの登山者も増えております。
　ご地元の皆さま、またご崇敬の皆さまのご登拝を、心よりお待ちいたしております。

≪太平山≫・標高1,170ｍ～地理院改定で１ｍ低下
　　 古くより薬師の峰・修験の山として崇敬を受けると
ともに、多くの校歌に歌われ豊かな自然の恵みをも
たらす山として親しまれてきました。

　　頂上には奥宮社殿と山小屋がございます。
　　 山頂からは男鹿半島の夕陽や360度のパノラマ、また
満天の星空やご来光をお楽しみ頂けます。

≪奥 　宮≫　平成22年竣功。頂上に位置する神社として
は全国有数の大きさ。

≪山 小屋≫　不慮の火災焼失を受け平成21年再建。30名
宿泊可能。（要予約）

≪本年の主な登山会の予定≫
・奥宮・山小屋開所 6月１日（日）～ 10月２日（木）
・関係市町村合同登山　 6月８日（日）
・マンタラメ主催青少年登山 6月28日（土）～ 29日（日）（１泊２日）
・第４回山ガール登山 7月12日（土）～ 13日（日）（１泊２日）
・太平山山開き（開山祭） 7月17日（木）御神体を山頂へお遷しします
・小松由佳さんと太平山チャレンジ（太平山観光開発主催）　７月21日（月）
・神社主催太平山登ろう会 ① 7月26日（土）～ 27日（日）
　　　　　　（１泊２日） ② 9月  6日（土）～ 7日（日）
・閉山祭 9月17日（水）御神体を里宮へ遷御
※各種登山会の詳細等は、お気軽に神社にお尋ね下さい

奥宮と山小屋

○ 丸舞（岩見三内）コースは橋が崩壊、軽井沢（国民の森）コースは草が覆っています。
○山頂には、改修が終わるまで仮設トイレを設置します。

～山頂に落雷被害～
５月20日、協力会員のお力添えを頂き、山頂にて事前準備作業を行いました。
その際、奥宮・山小屋共に冬季の落雷被害が確認されました。

６月１日空輸作業

平成26年  太平山 山開きのご案内
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○
日

　
時

　
六
月
三
十
日
㈪

　
午
後
三
時
（
里
宮
）

　
こ
の
半
年
の
間
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
自
分
の
身
に
積
も
っ
た
罪
穢
れ

や
災
い
を
、
形
代
（
か
た
し
ろ
）
や
切
麻
（
き
り
ぬ
さ
）、
ま
た
茅
の
輪
で
祓

い
清
め
、
こ
の
夏
の
邪
気
を
祓
い
、
残
る
半
年
を
心
身
と
も
に
清
々
し
く
過

ご
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
是
非
、
ご
家
族
皆
さ
ま
お
揃
い
で
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
せ
。

《
形
代
で
の
お
祓
い
の
し
か
た
》

一
、
形
代
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
家
族
の
氏
名
・
生
年
月
日
を
お
書
き
下
さ
い
。

二
、
形
代
で
全
身
を
撫
で
て
祓
い
清
め
ま
す
。
特
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

具
合
の
悪
い
所
を
入
念
に
お
祓
い
下
さ
い
。

三
、
次
に
形
代
を
両
手
で
持
ち
、
思
い
を
こ
め
て
大
き
く
三
度
息
を
吹
き

か
け
て
下
さ
い
。

●
形
代
は
神
社
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
必
要

　
数
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
以
上
を
行
っ
た
後
、
ご
家
族
の
分
を
ま
と
め
て
当

日
ご
持
参
下
さ
い
。

　
尚
、
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
随
時
ご
持
参
又

は
ご
郵
送
下
さ
れ
ば
神
事
ご
奉
仕
の
上
、
ご
神
符
を

お
送
り
致
し
ま
す
。

夏
越
の
大
祓
式
の
ご
案
内

水
無
月
の

な
ご
し
の
祓
す
る
人
は

千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り

芽
の
輪
神
事

六
月
三
十
日
（
月
）

午
後
三
時
斎
行

日　　時　平成26年７月５日㈯
　　　　　午前９時～（終了次第解散）
　　　　　【雨天時７月６日㈰に順延】
集合場所　太平山三吉神社　社務所
参加申込　当日集合場所で受付けます。
参加対象　幼児、小・中学生、ご父兄
写生場所　太平山三吉神社　境内
写生対象　太平山・神社建物、景色など
様　　式　水彩･クレヨン･パステルなど自由
持　ち　物　画版・昼食
　　　　　（画用紙･飲物は準備しております。）

優秀作品　優　秀　賞（約30点）、に選ばれた方
には、８月23日㈯表彰式にて、賞
状・賞品を差し上げます。

主　　催　太平山写生会実行委員会
協　　賛　秋田中央郵便局　秋田魁新報社
NTT東日本秋田支店　秋田銀行広面支店
北都銀行広面支店　秋田信用金庫広面支店
㈱マルシン　㈱ぺんてる　㈱花のヤマト
イチノセキ時計店
そ　の　他　参加者には記念品を差し上げます。
問　合　せ　（834）3443　係：和田まで

第29回太 平 山 写 生 会
秋田のシンボル太平山をかこう!!

平成26年７月5日（土）
午前 9：00

太平山三吉神社社務所集合
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本
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
打
合

わ
せ
い
た
し
ま
し
た
。

　
好
天
の
も
と
賑
々
し
く
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

神
武
館
後
援
会
総
会（
四
月
十
八
日
）

神
社
協
力
会
総
会（
四
月
二
十
六
日
）

講
社
旅
行
（
五
月
三
十
一
日
）

山
頂
準
備
作
業
（
五
月
二
十
日
）

春
季
例
大
祭（
五
月
七
日・八
日
）

札
幌
三
吉
神
社
例
祭
参
列（
五
月
十
五
日
）

　
由
利
本
荘
市
岩
城
熊
野
神
社
様

に
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。

　
残
雪
の
中
、
山
頂
の
開
所
準
備

を
行
い
ま
し
た

当日祭直会
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恒
例
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
度
開
山
祭
を
左
記
に
よ
り

斎
行
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
列
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　
日
　
時
　
　
七
月
十
七
日
㈭
　
午
前
十
時

　
　
於
　
　
　
里
宮
拝
殿
（
直
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）

　
こ
の
祭
儀
は
古
式
に
則
り
、
里
宮
で
の
神
事
の
後
、

神
人
奉
仕
の
方
々
に
よ
り
御
神
体
を
太
平
山
山
頂
に

御
遷
御
申
し
上
げ
ま
す
。

○
ご
参
列
の
方
は
、
七
月
十
日
ま
で
に
係
　
和
田
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

○
神
人
奉
仕
・
斉
館
宿

泊
希
望
の
方
、
神
人

と
同
行
せ
ず
別
途
登

拝
予
定
の
方
は
、
必

ず
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

○ 

神
人
奉
仕
者
は
斎
戒

沐
浴
を
厳
守
下
さ
い
。

平成
26年

開
　
山

　
祭

境内建物のすすを払い、新年を清々しく迎
えるための恒例行事

一年の罪、穢れを祓い清め、心新たに新年
を迎えるための恒例神事

新年に頒布するお札、お守りをお祓いいたします

　五穀の収穫に感謝する祭典

　近隣の社寺・史跡を歩いてまわります。

12月13日（土）

12月中旬

12月31日（水）

午前10時

午後２時

煤　　払　　い　　式

神符守札遷霊清祓式

師　走　の　大　祓　式

10月１日（水）
午前10時 印　章　供　養　祭 　感謝を込めて印鑑を供養するお祭

午後１時 人　形　感　謝　祭 　愛着ある人形に感謝を込めてお焚き上げする神事
　（人形は９月20日よりお預かり致します）

10月16日（木） 午後６時 秋季例大祭宵宮祭 　一年の恵みとご加護に感謝する秋の例大祭
　県内外からの多くの参詣者で賑わいます10月17日（金） 午前11時 秋季例大祭当日祭

11月23日（日）

10月25日（土）

午前10時

午前8時30分

新　　　嘗　　　祭

歩　　こ　　う　　会

※毎月８日・17日は月次祭（午前10時）がございます。
※各祭典ともどなたでもご参列頂けます。お気軽にお問い合わせ下さい。

平成26年　下半期主な神事予定（山関係は５頁参照）

秋季例大祭 歩こう会 煤払い式


